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要　　約

サブサハラ・アフリカにおいて道路輸送は最も重要な輸送手段である。その割合は旅客・貨物

輸送の90％以上もあり、その上、人口の70％が住む地方地域へ接続しているにもかかわらず、道

路の舗装率はわずかに15％でしかない。世界銀行の統計によると、1990年までに道路整備費とし

て総額1500億米ドルが投資されたが、十分な維持管理がなされなかったために500億米ドルに相

当する投資分が失われており、経済主要幹線道の修復だけで、今後10年間に毎年150億米ドルの

支出を必要としている。

アフリカ国際幹線道路（Trans African Highway）と回廊（Corridor）ルートの背景にはアフ

リカの地域経済圏が複雑に絡み合っており、南アフリカがアパルトヘイト政策をとっていた時代

には南部アフリカ関税同盟（Southern Africa Custom Union: SACU）の現在の加盟国（南アフ

リカ、ボツワナ、レソト、スワジランド、ナミビア）主体のTrans African Highwayと回廊が発

達した。アパルトヘイト政策を維持する南アフリカから経済的依存の脱却を目的とした南部アフ

リカ開発調整会議（Southern African Development Co-ordination Conference: SADCC［1992年

南部アフリカ開発協同体（SADC）に改組］）加盟国10ヵ国のほかに、東南部アフリカ特恵貿易

地域（Preferential Trade Area: PTA）、アフリカ統一機構（Organization of African Union:

OAU）や東南部アフリカ共同市場（Common Market for Eastern and Southern Africa:

COMESA）などの非SACU諸国においても、加盟国地域経済圏を中心としたTrans African

Highwayと回廊が発達した。

近年では、南アフリカのアパルトヘイト政策が終わり、SACU諸国から非SACU諸国への南ア

フリカ主体の経済影響がTrans African Highwayや回廊を通じて拡大してきている。

本調査対象地域はTrans African Highwayと回廊によってインド洋に面するケニアの国際交易

港モンバサを起点に陸揚げされた大量の貨物が内陸国のウガンダ、ルワンダ、ブルンジ、ザンビ

ア、スーダンへとつながる国際幹線道路（Trans African Highway）Northern Corridorルートが

対象で、このルートは東アフリカ内陸国の大動脈でもあり経済のライフラインでもある。アフリ

カの地域経済圏の発展や活性化には国際幹線道路や回廊の整備が欠かせないことから、1989年に

世界銀行は、サブサハラ・アフリカ各国においてRoad Maintenance Initiative（RMI）を展開し、

道路維持管理を市場原理に基づいて活用することに取り組んでいる。しかし、道路建設後の維持

管理について見れば国際幹線道路や回廊は、損傷箇所が拡大し、舗装道路としての機能が低下し

ており、その損傷が年々拡大の一途をたどっている。原因はさまざまであるが、対症療法として

有効な、設計・施工・管理能力、建設機材管理、民間業者技量・機材不足等の技術的改善と被援

助国及び援助国による政策見直し、財源調達、マンパワー開発による包括的な体質改善を再構築

しなければならない。国際幹線道路（Trans African Highway）Northern Corridorルートはアス

ファルト舗装されているものの維持管理の状態が悪く損傷は急速に進行している。またケニア国

内で幹線ルートから枝分かれした道路舗装率は14％と整備率が低く、道路整備が立ち遅れている

状況であり、財政が十分でないこと等に起因して、道路の維持管理に大きな支障をきたしている。

元来、東アフリカ諸国の道路設計基準は英国の旧Transport Road Research Laboratory（現
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Transport Research Laboratory：TRL）のRoad Noteを基に設計されている。TRRLによる

Road Noteはこれまでに多くの旧英国保護領で使われており、特に道路設計（構造・舗装も含む）

についてはRoad Note 29～31が基本である。ケニアでは1977～1980年に材料と舗装の供用性につ

いて広範囲な研究が行われ、1987年に道路設計指針が出来上がった。タンザニアでは1989年に道

路設計指針が出来上がり、1999年に最新版の道路設計指針に改訂されている。ウガンダの道路設

計指針は1991年に策定されている。ウガンダの道路設計指針はSouthern Africa Transport and

Communication Commission（SATCC）の指針に準拠している。いずれの国の道路設計指針に

おいても英国の旧Transport Road Research Laboratory（現Transport Research Laboratory：

TRL）のRoad Note 29～31を基準として、指針のなごりが根底にある。

本調査では対症療法の改善について、Trans African Highway Northern Corridorルートの最

延長所有国であり、その道路管理を行っているケニアを中心に調査を行った。その結果、アフリ

カの道路構造は脆弱に構築されている可能性が高く、かつ維持管理・修繕が不十分なことに起因

して道路の損傷が急速に進行し、現在になって多大の出費を余儀なくされていることが判明した。

道路の維持修繕は、国民の貴重な財産である道路の損耗を防ぎ、その機能を最大限に発揮させる

ことを主目的とした事業である。舗装の維持修繕を行うには、舗装破壊現象の原因をよく理解す

ることが肝要である。アスファルト舗装は、供用後路面性状が変化すると降雨などによって路盤、

路床が破損し走行性、安全性、快適性などが損なわれるので、舗装の特性をよく理解して維持修

繕を行わなければならない。特に降雨時に弱点が現れやすく、破損が急速に進行する。従って、

破損を発見した場合は時機を失わないように措置しなければならない。大型車交通量の多い道路

は、アスファルト混合物の変形によって供用性などを阻害される。破損の原因は、性質と状態と

構造が相互に関連し合い複雑なものとなっている。舗装の破損は、路床土の支持力、道路に作用

する交通荷重、舗装構造の３つのバランスを失うことよって生じる。道路の維持修繕は工事や作

業の内容が多様であり、経済的影響が大きく、また適切な判断と迅速な措置が要求される。その

ため、舗装の維持修繕を行うには、舗装の破損の現象やその原因をよく理解しなければならない。

本報告書は、主に国際幹線道路（Trans African Highway）Northern Corridorルートの諸問題

について調査しているが、Northern Corridorルートの重要な支線の一つにナイロビからナマン

ガを経由して隣国タンザニアにつながるナマンガ・ルートがあるため、調査対象国としてケニア、

ウガンダにタンザニアを加えた。工学的な分析として道路構造マニュアルとケニアの各主要ポイ

ントで収集したデータ（ベンケルマン・ビームによるたわみ試験、アスファルト試験、車両調査）

を用い、道路維持管理バランスの３要素（路床土・道路に作用する交通荷重・舗装構造）につい

て道路の現状に焦点をあてた。また対症療法に加えて体質改善を図るため、国際幹線道路

（Trans African Highway）Northern Corridorルートで最も重要な部分を占めるケニアの道路開

発セクターの現状がどういった状況にあるかを測る上で、隣接国のタンザニア・ウガンダに対し

先進国ドナーが道路セクターの援助に関してどういった動向を示しているのかを補足的に調査

し、国際幹線道路（Trans African Highway）Northern Corridorルートの開発援助アプローチ再

構築についてまとめた。まとめた開発援助アプローチの再構築は基本的にオーソドックスなアプ

ローチで、包括的な問題点を指摘して国際的マクロ部分を検証し、選択肢を絞ってミクロ部分
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（道路セクター）への開発援助アプローチ再構築の手掛かりとした。アプローチの源流は「開発

援助は開発途上国の国民のために行うものであり、そこには国民の援助があり、国民のための開

発援助でなければならない」という本質的な考え方である。国民は単なる開発援助の数量的目的

ではなく、開発援助の中心的存在であり、援助の目的は人口を分母にする経済変数目標の達成で

はない。開発援助アプローチ再構築には開発援助側の背景も大きな影響力を及ぼすことから、開

発援助側の政策原点（日本のODA白書）についても触れた。

本報告書は、開発援助関係者が開発途上国（東アフリカ）の道路セクターを担当する際のリフ

ァレンス的役割を果たすことも念頭において作成し、この目的でJICAタンザニア事務所の小林

知樹所員、ケニア事務所の川野邉浩所員より多大な情報と支援を得た。
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